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このところの国会審議を見ていると、「小さな正論を深く考えもせず叫んでいるのは、かえって地
獄に落ちるのではないか」という言葉を思い出す。
 Smith

決算書と予算書の作成時期ですが、運の悪いことに右側頭部に発生した疱疹のために酷い頭痛に悩
まされ、居酒屋では酒の代わりにウーロン茶を飲んでグチっているという体験をしています。

hair ken short

ホームページのリニューアル第一弾が終わりましたが、これからが本番です。「流れる水は腐ら
ず」を肝に銘じて進んで行きます。
 pesonai

毎日バタバタと過ごし、あまり余裕がありません。忙しいのは良いことだと勝手に信じています。
mm
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マイクロホン勉強会レポート
 （一社）日本音楽スタジオ協会
 事務局　内藤 重利

今年の 1 月 16 日（火）、（株）オーディオテクニカ　アストロスタジオにてマイクロ
ホン勉強会が開催されました。

目等 進氏（FREEDOM STUDIO INFINITY）の司会進行でスタートした勉強会は、
高田技術委員長の挨拶に引き続き、第１部の講義テーマ「リボンマイクについて」へ。

講師は（株）オーディオテクニカ プロダクツ開発部 マイクロホ
ン開発課マネージャーの沖田 潮人氏で、「１．リボンマイクの構造」

「２．リボンマイクの昔と今」について説明されました。

リボンマイクと聞くと RCA 44BX や 77DX 等の昔の大きなマイ
クをイメージしますが、その中身の大部分が磁石。昔の磁石性能
からすると、その大きさは必要不可欠であったとの事ですが、そ
れに比べてオーディオテクニカ製のリボンマイクは磁石性能の向
上に伴い大幅なサイズダウンが図られていま

す。リボンマイクの進化は磁石によるサイズダウンだけではなく、
リボンそのものの弱点克服のためのアイデアが盛り込まれた上で
成り立っています。（別掲のプレゼン資料参照）

リボンマイクと聞くと、やはり大きな音圧に対して弱い事が上
げられますが、最新のリボンマイクでは素材や形状の工夫もされ、
その弱点を克服しているとの事。実際にリボンのサンプルを触る
機会を頂いたのですが、それは持っている事も感じさせない程の
軽さで、ここに秘められた強さがあるとは驚きでもあります。こ
の軽量なリボンと磁石を基本としたシンプルな構造のマイクです
から、この中で高性能な新しいリボンマイクを開発して行く事は
大変な苦労であったと思います。

昔はタブーとされていたリボンマイクへのファンタム電源。ファ
ンタム電源駆動のリボンマイクが登場した当初は、ファンタムス
イッチを入れる事に物凄い勇気が要った事を思い出します。これ
は接続先インピーダンスに因らず安定動作をさせるためのバッ
ファー回路への電源供給との事ですが、新人エンジニアには改め
てビンテージリボンマイクを立ち上げる際の「ファンタム禁止！」を徹底させないと
怖いなとも感じました。また、実際に音源に向けてマイクを立てる場面ばかりを気に
しがちですが、リボンへの風圧や重力が掛かる状況（マイク運搬時、保管時の置き方）
を考慮しながら、取り扱う事の必要性も再認識させられました。

FREEDOM STUDIO INFINITY
目等 進氏

高田技術委員長

（株）オーディオテクニカ
沖田 潮人氏
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第２部は下記の通りご協力頂いた各社からマイクの説明が行われました。
（「１. 3D オーディオ VR マイク」「２. SCHOEPS MiniOCT」につきましては、別掲

の資料をご参照ください。）

１．3D オーディオ VR マイク
　　講師：ゼンハイザージャパン（株）　
　　　　　セールスフォース プロオーディオ
　　　　　真野 寛太氏
２．SCHOEPS MiniOCT
　　講師：日本テックトラスト（株）　営業一課
　　　　　佐伯 勝乗氏
３．AT4080/4081 
　　講師：（株）オーディオテクニカ　マーケティング本部
　　　　　プロオーディオ営業部 ＭＩ課 マネージャー
　　　　　市川 努氏

各社のマイク説明後、ボーカルブース内にセットしたスピーカー
から再生された音源（ナレーション、ドラム etc）を、オーディオ
テクニカ AT4080/4081～50series、SCHOEPS CCM-41 で収録しス
タジオメインエリア内のモニタースピーカーで比較試聴したり、
3D オーディオ VR マイクで収録された音源を VR ゴーグルを着用
してのデモが行われました。

今回は、録音の世界において最初の入り口となるマイクロホン
の基本に立ち返る事が出来る貴重な勉強会であり、（株）オーディ
オテクニカ マイクロホン開発課マネージャー沖田氏のマイクロホ
ン開発にかける熱い思いが、音の感動に繋がっていると感じまし
た。

また、今回説明頂いたサラウンド系マイクなども登場する中で、どんどん進化して
行く VR 映像の世界感にマッチする録音技術（音創り）を、レコーディングの現場も
真剣に取り組む必要性を改めて実感しました。

今回この勉強会に会場を提供頂きました（株）オーディオテクニカ様、またマイク
の展示・説明を頂きました講師の方々、勉強会開催に尽力頂きました目等氏に心より
お礼を申し上げます。

真野 寛太氏

佐伯 勝乗氏

市川 努氏
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「SCHOEPS MiniOCT 関連説明」
 日本テックトラスト㈱
 佐伯 勝乗

１．最初に。
現在 SCHOEPS の国内代理店は日本テックトラストが一手に引き受けております。

今井商事時代から 37 年、長ければよいという事ではありませんが、私は SCHOEPS を
引き続き担当させていただいています。今回 JAPRS 様から MiniOCT についてお声を
かけて下さり、大変感謝申し上げます。MiniOCT は現段階で出荷日未定で、資料が揃っ
ていない点がある事に対してご理解願います。

２．ショップスの概要。
ドイツ南西部、どちらかというとフランスに近いカールスルーエに本社があります。

ドイツ郵政省音響研究所のディレクターを長年勤めた Dr. カール・ショップスが創業し、
基本ポリシーを全く変えずに 40 名ほどで運営をしています。それはダイヤフラムは小
さいほどよい、過渡特性からの考え方です。そしてあらゆる可能性を追求し製品化。
全てが先駆的なものです。マイクにシステム化を真っ先に取り入れ、あえて特許を取
らず各社にそれを解放したというわけです。例えばパバロッティが使う RC チューブ
による、カプセル部とプリアンプ部を切り離して使うコレットシリーズ類が、それです。

３．本日使用した CCM41 というマイクについて。
特徴は、CMC641U のマイクプリアンプ部を凝縮させてコンパクトマイク化したと

いうものです。小型軽量化を計り元々の MK41 同様超単一指向性で、資料を見ていた
だくと分かるように指向特性が周波数に依存せず均一で優秀という点が挙げられます。
あらゆる方向からの音源に忠実なマイクと言え、私は PA の現場にも薦めたいです。

４．OCT、forL-C-R アンビエンスレコーディングの概要。
OCT とはオプティマイズド（最適化された）、カーディオイド（単一指向の）トラ

イアングル（三角形）の頭文字をとったもの。全体の形状が三角形。長さが 1 ｍある
MAB1000 というステレオバーの両端に 2 つの超単一指向性マイクを配し、そのライン
から 8cm 前に単一指向性のセンターマイクを配す方式です。マトリックス回路は一切
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不要で、3 つのマイク信号は等レベルで出力します。これを考案したのは、元ドイツ放
送技術研究所（バイエルン州）のギュンタータイラ博士。AES では著名なかたで空間
音響の権威です。SCHOEPS と共同開発した製品となります。これはタイラ博士が
SCHOEPS を必要としている事を意見すると思います。共同開発した製品として、以
前 KFM6U という球形マイクがありました。

５．MiniOCT マイクセットアップ。
大きかった以前の OCT。このセンターマイクもスーパーカーディオイドにする事に

より、中央に音像が集まり分離よく定位するようになり、両端マイクの距離がこの事
によって、33cm に狭まりました。センターマイクは 5cm 前方に配します。非常にコ
ンパクトになり、とり回しが楽になって、スモールスタジオでも気軽にお使いいただ
けるセットになりました。小さいことの優位性。優れた定位、大きなリスニングエリア、
自然な全体感サウンドを得られるセットとして、大きなオケの現場でなくとも、コン
パクトなスタジオでドラムセットを録るケース等にも試せるものとして、お薦めいた
します。場所さえ決まればセッティング完了、というメリットは大きいと思います。メー
カーとしてはウインドシールド付きで供給されます。

６．資料の右側の図、シュミレーションソフトの説明。
名称は Image Assistant といいます。横軸はセンターマイクからの角度。縦軸はス

テレオイメージ拡がりの幅を示します。この図の左上に示す 75％から 100％の薄いグ
レー領域の、112°～ 160°が推奨するレコーディングアングル（音像幅）となり、こ
の幅に音源が収まる様に全てをセットすれば OK ということになります。赤い点線ポ
イント部は音がぼやけがちとなる位置で、スポットマイク等で補助したほうがベター、
という位置を示します。ソフトが計算し、こういった全てを目で確認しながらセッティ
ングを最適化できる優れものといえます。SCHOEPS を使ったあらゆるレコーディン
グ方式に対応し、あらゆる MK シリーズの指向性とタイアップし、シュミレーション
できます。

ホームページアドレスは→ www.ima.schoeps.de
アイフォン用アプリは→ https://itunes.apple.com/de/developer/schalltechnik-dr-

ing-schoeps-gmbh/id1029051703?l=en
ヘルプガイドは→ http://www.schoeps.de/ima/
まさに SCHOEPS ならではの、高い品質、小さいダイヤフラムによる均一な指向特

性等があっての事で、欧州のトーンマイスター達はよく使っているらしいです。実際
の PC を動かし、XY、AB、ORTF・・MK4・・等を選択し動かしてみます。

７．最後に。
いま話の出ました ORTF 方式を超単一指向性カプセルで組むと振動板の距離が

10cm、100 度と小さくできます。この技術を応用し SCHOEPS では ORTF サラウンド
マイクや ORTF-3D マイクを開発・製品化し、ハイクオリティーサラウンド VR マイ
ク等として現在注目をあびています。以上のように様々なレコーディングエンジニア
からの要望に応えるため、各々のセットの用意があるという SCHOEPS マイクのご紹
介をさせていただきました。皆様のお役に立てれば幸いです。
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平成 30年 JAPRS新年会

18：30 総務委員会・中村氏（ミキサーズラボ）の司会により開
宴となり、最初に高田会長が年頭の挨拶を述べられる。

続いてご来賓の方々を代表し、経済産業省 商務情報政策局 コン
テンツ産業課 課長補佐 伊藤 桂氏が挨拶される。

続いて乾杯となり、関連団体を代表して一般社団法人日本オー
ディオ協会会長 校條 亮治氏により乾杯の発声が行われ、歓談の
時間となる。
正会員、準会員、賛助会員の他に JAPRS に関連する 10 団体およ
び 8 社からの招待者が加わり、会場の所々で歓談の輪が出来る。

20：10 中〆の時間となり、一般社団法人日本レコード協会理事　
畑 陽一郎氏挨拶の後、20：30 無事に終了することが出来ました。

１月 18 日（木）、平成 30 年 JAPRS 新年会が開催されました。本年は、昨年に続き元
赤坂・明治記念館 １Ｆ「若竹」に於いて 93 名の参加者により実施されました。

高田会長

経済産業省 商務情報政策局
コンテンツ産業課 課長補佐
伊藤 桂氏

一般社団法人日本オーディオ
協会会長　校條 亮治氏

一般社団法人日本レコード
協会理事　畑 陽一郎氏
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第２回マスタリングセミナーレポート
 （株）ミキサーズラボ
 三浦 瑞生

昨年２月 18 日に行われた JAPRS 主催の第１回マスタリングセミナーがとても好評
で、是非２回目をと言う声に応えるべく、２月３日（土）、サウンドインスタジオＡス
タにて、第２回マスタリングセミナーが、JAREC の協賛と、（株）ジェネレックジャ
パンの協力で開催されました。
昨年開催の第１回は４人のマスタリングエンジニアにより、96kHz32bit の音源を、

CD フォーマット（44.1kHz16bit）にマスタリングするという形でしたが、今回はハイ
レゾフォーマット（96kHz24bit）にマスタリングするという形で、５人のエンジニア
の音を聴かせていただきました。

まず第１部では、高田会長から今回のセミナーの主旨の説明が
ありました。その後ワーナーミュージック・マスタリング 菊地氏
の進行のもと、

１）キング関口台スタジオ／吉越 晋治氏
２）ソニー・ミュージックコミュニケーションズ／酒井 秀和氏
３）日本コロムビア／田林 正弘氏
４）FLAIR MASTERING WORKS ／袴田 剛史氏
５）ワーナーミュージック・マスタリング／松永 健司氏

以上５人の脂の乗り切ったベテランエンジニア陣が紹介され、
それぞれご自分の略歴と今回のマスタリングの事などをお話され
ました。その後いよいよ試聴に入るわけですが、まずはマスタリ
ング前の元素材を聴いてみました。

元素材はいわゆるミックスマスターです
が、これは以前 JAPRS の NHK 技術交流会
に於いてNHK CR506st で内沼 映二氏が録音
とMix を行った、AI-CREWSの「survivor」
という楽曲で、フォーマットは 96kHz32bit 
wav でした。

次にマスタリング済み音源の試聴です。今
回は、各エンジニアがそれぞれの仕事場でマ
スタリングしたものを試聴しました。先述し

ましたが、フォーマットは一般的なハイレゾフォーマットである、96kHz24bit wav で
す。試聴方法としては、それぞれのマスタリング済み音源をプロツールスに取り込み、
SOUND INN AstのラージモニターであるQUESTED Q412とニアフィールドモニター
である GENELEC の 8351A SAM™スタジオ・モニターの２機種を使用し、全曲同一

高田会長

司会：菊地 功氏

コントロールルームでの試聴
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のモニターヴォリュームで試聴しました。

試聴の順番としては、吉越氏、酒井氏、田林氏、袴田氏、松永氏という形で、それ
ぞれ個性溢れるマスタリング済みのサウンドを聴かせていただきました。

この後、少しの休憩を挟み、場所をコントロールルームからスタジオのメインフロ
アーに移動し、第２部が始まりました。第２部は、今回マスタリングをしていただい
た５人のエンジニアとのトークセッションです。

進行役・菊地氏より５人への質問からスタートし、受講者からも幾つか質問がでま
した。普段どの様なシステムでマスタリングをしているか、何を大事に考えてサウン
ドを纏めるか等、各エンジニアの思いを語って下さいました。

特に多く語られたのは、素材であるミックスマスターに手を加える事で、元にある
魅力が損なわれない様に細心の注意を払うという事や、今回提出したものは、クライ
アントに聴いてもらう前のベーシックで、通常の作業ではこの後クライアントと方向
性を含め細部を相談しながら進めていくという事でした。

他にも、ハイレゾマスタリングに関しての
其々のエンジニアの考え方や、CD 用のマス
ターとハイレゾ用のマスターの作成に関する
もの。更には普段使っているシステムの事、
特に自社開発の機器がある場合はその使い方
等、普段聞けない話を沢山して下さいました。

またこのコーナーの最後には受講者から、
今回のマスタリング済みの５曲の中でどのマ
スタリングが一番好きかを、講師のエンジニ
アがお互いに発表すると言う面白い質問もあ
り、自分以外のマスタリング音源で、どの部分が感心した等の話をされていました。

第３部は再びコントロールルームに場所を移し、昨年12月６日に発表と授賞式があっ
た第 24 回日本プロ音楽録音賞の試聴会が行われました。

高田英男 JAPRS 会長の解説で、
「CD 部門 クラシック、ジャズ、フュージョン」２作品
「CD 部門 ポップス、歌謡曲」４作品
「ハイレゾリューション部門 ２ch ステレオ」３作品
を、試聴しました。やはり優秀作品と言うこともあり、どれも素晴らしいサウンド

でした。

まとめとして、今回同じミックスマスターを、５人のエンジニアがそれぞれの仕事
場で、それぞれのやり方で、それぞれの感性でマスタリングをするという、普段は聴
く事の出来ないものを試聴させていただきました。同じ音源でもマスタリングエンジ
ニアにより楽曲の色が変わります。昨今レコーディングエンジニアが自分でマスタリ
ングするという話もよく聞きます。それも有りだと思いますが、自分が信頼できるマ
スタリングエンジニアに俯瞰で聴いてもらいながら、録音＆ミックスした時と同じベ
クトルでサウンドを伸ばしてもらうのは、CD であろうが、ハイレゾであろうが、作品
のクオリティーを引き上げる為にも大事な事だなと、改めて感じた次第です。

スタジオでのトークセッション
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－セミナー終了後のマスタリングエンジニアの感想－

１．今回のマスタリングで難しかった点
今回、「ハイレゾ用途のマスタリング」という趣旨でしたの
で、元 TD マスター音源の、歌唱・演奏のダイナミクス、ス
ネアのゲートリヴァーブ感、音数の少なさによる隙間（空気
感）……、このあたりを損なわないように注意いたしました。

２． 同音源のマスタリングを同じスタジオで聴いた印象、その気
持ち
原音に忠実な音、個性を持った音……など、４者４様で勉強
になりました。ただ、公の場で聴き比べられてしまうのは……針の筵でした（笑）

３．今回参加して良かったと感じた点
普段、自社以外のマスタリングエンジニア同士が顔を合わせる事もほとんど無い
ので、よい経験ができました。

４．マスタリングルームのシステムについて教えてください。
・Compressor:Neve[33609]
・Compressor:MASELEC[MLA-2]
・Equalizer:Focusrite[Blue  315]
・Digital Effecter:t.c.electronic[System 6000]
・DAW:Avid[Pro Tools HD Native ver.11.3.1]
・DAW:Prism Sound[SADiE Mastering Suite ver.6.1.1]
・A/D Converter:LAVRY ENGINEERING[AD122-96 Mark Ⅲ ]
・Audio Interface:Avid[HD I/O]
・Audio Interface:MERGING  Technologies[Hapi]
・Master Clock:Antelope Audio[ISOCHRONE 10M with Trinity]
・Monitor Speaker:GENELEC[1038A]
・Monitor Speaker:YAMAHA[NS-10M]
・Power Amplifier:Accuphase[PRO-15]

１．今回のマスタリングで難しかった点
ローエンドの膨らみの処理の仕方で、各パートの質感や曲の
持つ抑揚感が大きく変化する点。
ハイレゾマスタリングとしてのアプローチ、特に音の締まり、
輪郭感の調整。

２． 同音源のマスタリングを同じスタジオで聴いた印象、その気
持ち
各エンジニアの考え方、趣向が見えて興味深かったです。

キング関口台スタジオ
吉越 晋治氏

ソニー・ミュージック
コミュニケーションズ

酒井 秀和氏
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３．今回参加して良かったと感じた点
エンジニア同士の交流が出来て良かったと思います。

４．マスタリングルームのシステムについて教えてください。
今回マスタリングしたシステムです。
・Play Back=ProTools HDX v12
・DA=Antelope Ecripce384
・Analogue Comp=MANLEY VARIMU
・Analogue EQ=SONTEC 432C
・AD=dCS 904
・Digital Effector=TC System6000
・DAW=Sequoia 12
・DigitalPlugin= Sound Restlation Tool ver5（Sony Original）
・DigitalPlugin= Ozone8 Dynamic EQ
・DigitalPlugin= Fabfilter L2
・Monitor DA=DTC-2000（Sony Music Original）
・Amp= Amcron Studio Reference Ⅱ
・Monitor=TEC:ton / TTH-1s

１．今回のマスタリングで難しかった点
今回使用した音源はバランス良くトラックダウンされていま
したので、マスタリングでの大きな補正の必要はありません
でした。なのでトラックダウンの音源を損なわない事を基本
にしてマスタリングをしました。
96kHz24bit のハイレゾでのマスタリングということもあり、
特にボーカルの響きや全体の音色、低音の処理に注意をしま
した。低音の処理は難しかったです。

２．同音源のマスタリングを同じスタジオで聴いた印象、その気持ち
同じ音源で他社エンジニアさんがマスタリングした音を聴く機会も少ないのでと
ても新鮮でした。
それぞれのメーカーさんの特徴やエンジニアさんの個性も見えて面白い試みだと
思いました。

３．今回参加して良かったと感じた点
メーカー間でのマスタリングエンジニアの交流はあまり多くありませんので、今
回のセミナーを通して他社のエンジニアさんと様々な事についてお話しができた
ことはとても有意義でした。
その中でも基本的なマスタリングについての認識や共通点の多いことを確認でき
た事が良かったと思います。
また、エンジニアさん個々の音作りに対する特徴や考え方を知ることが出来た事
も良かったです。

日本コロムビア
田林 正弘氏



-16-

４．マスタリングルームのシステムについて教えてください。
弊社は世界初の実用 PCM デジタル録音機を開発した経緯もあり、伝統的にマスタ
リングはデジタル信号処理が基本となっています。
なので音作りは自社開発デジタルエフェクターおよび市販のプラグインソフトを
使用しています。
・モニタースピーカー GENELEC 1037
・サブスピーカー musikelectronic geithan RL906
・AD コンバーター DENON BU-192、Apogee ROSETTA200 他
・DA コンバーター Lavry Engineering DA-N5
・DAW 自社開発の DAW、MAGIX Sequoia
・ EQ & COMP 自社開発の EQ および Compressor、TC Electronic PowerCore、

Sonnox、Oxford、iZotope Ozone など。
また CD 録音スペックのデジタル音源を ORT（倍音再構築技術）を使用しハイレ
ゾ化する技術「ORT Mastering」も自社開発し導入しています。

１．今回のマスタリングで難しかった点
作品がシンプルなので、音の定位や空間の表現がとても明確
に伝わり、作品の方向性がマスタリングによって変化しやす
く感じました。
同じ理由でダイナミクスが平坦になりやすく、注意が必要で
した。
個人的にはシンプルな方が難しく感じます。

２． 同音源のマスタリングを同じスタジオで聴いた印象、その気
持ち
初めてのスタジオで、初めてのラージでどんな音がするのか、全く想像出来ませ
んでしたので、とても緊張しました。
自分の結果は、意図していた以上に音色が厚塗りな箇所があったりしました。ど
んな環境でもしっかり作品を鳴らすのがマスタリングの仕事なので、頑張らなけ
ればと改めて感じました。
他のエンジニアの方々については、大切にしているところが、それぞれ違って聴
こえていたので、とても勉強になりました。
TD を大切にしているキングさん、質感を大切にしている印象のコロムビアさん、
解像度・クリアさを大切にしているソニーさん、TD を尊重しながらボトムに味付
けしたラボさん、
私が感じた印象です。

３．今回参加して良かったと感じた点
今回の様な機会はまずないので、内容全て良い経験、知識となりました。
エンジニアが大切にしているポイントが変わることで、実際作品がどう生まれる
のか、少しだけわかったところもありました。
そして、同じスタンスの方々含め、たくさんの方々と交流が出来たので、とても
有意義な１日となりました。感謝しております。

FLAIR MASTERING 
WORKS

袴田 剛史氏
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４．マスタリングルームのシステムについて
・モニター SP：GENELEC 1038A
・D/A：JVC オリジナル 192kHz24bit
・マスタリング DAW：Pyramix
・再生用 DAW：Protools HD I/O
・コンソール：MANLEY BACKBONE
・アナログ EQ：AVALON AD2077、GML9500
・アナログ Comp：Millennia TCL-2
・A/D：PRISM AD-2
・デジタル EQ：JUNGER e07、WEISS EQ-1
・デジタル EFx：TC System6000、その他プラグイン

１．今回のマスタリングで難しかった点
まず音を聴いて、素材音源に対し何をすれば良いのか戸惑っ
た。
最初にオーダー的な方向性の指示があると取り組みやすかっ
た。
提出条件（96kHz/24bit）からハイレゾを想定して、オリジ
ナルの印象を崩さないようにマスタリングを行う事にした。
レベルを上げて行くと Kick の印象がやや痩せる傾向で、使
用機材の選定が難しかった。

２．同音源のマスタリングを同じスタジオで聴いた印象、その気持ち
微妙な捉え方の違いがあり、共感する部分や苦労した点も感じられた。
原音忠実方向の提出が多い中で、袴田さんは個性的なアプローチをされていた。
自分も色々と試した結果の提出なので悔いはないが、こういう機会ならではのも
う少し攻めた提出も有りだったと思った。

３．今回参加して良かったと感じた点
普段他社のエンジニアさんとお会いする機会が無く、今回話を聞けて勉強になり
非常に刺激になった。
使用機材や作業環境等の情報交換が出来たので、今後の参考にしていきたい。

４．マスタリングルームのシステムについて教えてください。
・DAW
　　Sonic Studio　soundBlade HD
　　AVID　Pro Tools（再生用）

・モニター SP　 / アンプ
　　PMC　MB2　 / Bryston　4B SST
　　YAMAHA　NS-10M 　/ Mcintosh　MC7270
　　SONY　ZS-M5 （ラジカセ）

ワーナーミュージック・
マスタリング
松永 健司氏
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・EQ&COMP
　　sontec　MES-432C/7
　　Neve　33609
　　Junger　accent2
　　SONY　DAL-1000

・A/D D/A コンバーター
　　Apoge　ROSETTA 200
　　LAKE PEOPLE　F446
　　Antelope　Eclipse 384（持ち回り）

・Sync Generator
　　PROBOX　12 Junior



-19-

2018 年 JAPRS 新プロ・エンジニア研修会レポート
　２月 25 日（日）、今年度も、王子・北とぴあ ドームホールに於いて、専門学校委員
会の主催により「2018 年 JAPRS 新プロ・エンジニア研修会」が開催されました。
この研修会は、これから音楽スタジオ業界に就職を目指す JAPRS 賛助会員専門学校１
年生を対象とし、エンジニアという仕事について、また望まれる人材と業務の内容を
講義形式で学ぶ研修会で、今回が第 18 回目の開催となりました。
　今回は参加予定者 74 名のところ 70 名が参加、（内訳は、仙台４名、東京 36 名、名
古屋 13 名、大阪 17 名）エンジニアという職種に対する関心の高さが伺えました。
　当日は、13:00 に専門学校委員会担当者７名、事務局員３名が王子・北とぴあ ドーム

ホールに集合し、13:30 からの参加者受付に
備え、準備を開始しました。
　会場の準備もスムーズに行われ、参加学生
も着席し予定どおり 13:45 より脇田 副委員長
の司会のもと、研修会が開始されました。
　講師の講演に先立ち、高田会長より JAPRS
の活動内容、研修会の目的等がパワーポイン
トを使用して説明された後、以下の内容で各
講師により講義が行われました。

１．「レコーディングスタジオとは」
目等 進氏　（株）ウィステリアプロジェクト　スタジオ事業部
　　 　　　FREEDOM STUDIO INFINITY

２．「エンジニアの魅力と望まれる人材像」
吉田 保 委員長

３． 「レコーディング・エンジニア＆アシスタント・エンジニア
特別コーナー」
コーナー司会：脇田 貞二 副委員長
参加エンジニア：
　五十嵐 覚氏　　サウンド・シティ
　　　　 　東京音楽大学 OB
　柿沼　 響氏　　アバコクリエイティブスタジオ
　　　　 　東放学園音響円問学校 OB
　辻本　 清氏　　FREEDOM STUDIO INFINITY
　　　　 　専門学校 ESP ミュージカルアカデミー OB
　日浦 佑弥氏　　ラボレコーダーズ
　　　　 　経専音楽放送芸術専門学校 OB
　横山　 令氏　　キング関口台スタジオ
　　　　 　音響芸術専門学校 OB
　李　 惠英氏　　MIT スタジオ
　　　　 　日本大学芸術学部 OG

高田会長 脇田 副委員長

目等 進氏

吉田 委員長
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４．「資格認定制度について」
５．「専門学校委員会からのインフォメーション」
　　井良沢 元治 副委員長

　今回は東京地区以外では、仙台、名古屋、
大阪からの参加者がありました。
　７月と９月に実施される技術認定試験へ
のチャレンジも含め、この研修会に参加し
た学生達が１人でも多く、スタジオのアシ
スタント・エンジニアとしてスタートされ
ることを願っています。
　ご協力いただいた講師の皆様、レコーディ
ング・エンジニア、アシスタント・エンジ
ニアの方々およびスタッフの方々に心より
御礼申し上げます。

井良沢副委員長

参加エンジニア

北とぴあドームホール
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第 29 回 NHK 技術交流会 レポートⅠ
 株式会社メディア・インテグレーション
 岡田 詞朗

第 29 回 NHK 技術交流会のテーマは「各社の Pro Tools HD 対応オーディオ・イン
ターフェイスの音質比較」でした。本レポートでは、本交流会実施に至るまでのシス
テム構成確定の詳細をご報告させて頂きます。

そもそものスタートは 2016 年９月に遡ります。その時期に Avid は Pro Tools HD
ソフトウェアの Ver.12.6 でサードパーティー製 I/O の使用が可能になったことをアナ
ウンスしました。（但し DigiLink I/O License が必要な場合もありますので、ご注意下
さい。）また同じ年の 10 月に Avid より HD I/O のフラッグシップ・モデル MTRX の
発売がアナウンスされました。

これらの情報を受け、技術委員会では、MTRX を含む他社 I/O との比較試聴を
NHK 技術交流会で実施しようとの企画が持ち上がりました。ただ企画の当初、前述の
MTRX は未発売、深田氏の別レポートに他社 I/O の詳細情報が記載されていますが、
それらも全てが発売されておらず、最初に持ち上がった問題はその実行の時期でした。
結果的には本年３月４日での実施になったのですが、当初は機種選定に関して未確定
な状況で本プロジェクトはスタートしました。しかし、それらの未確定要素も昨年
2017 年９月の MTRX の発売時点で解消され、繰り返しになりますが、深田氏レポー
ト記載の I/O 群でその対象機種は確定となりました。

I/O は決定したのですが、昨年９月の時点では実際の機器の接続方法が確定してい
ませんでした。I/O 数に同等の HDX システムを準備し、それらを同時に使用する事を
一番簡単な方法として当初予定しましたが、７システムの準備と当日のオペレーショ
ンを考えると現実的では無いと思われ、1 つの HDX システムに対し全 I/O を接続する
方法が模索されました。

現状でもそうでしょうが、その時点でもそのようなシステムを構築している現場な
り案件は存在しなかったため、全対象機種を集め実際に接続する方法でしか解決方法
を探ることが出来ませんでした。そこで NHK 様のご協力の下、全 I/O をメーカー、
代理店のご協力で一旦お貸出し頂き、実際に１つの HDX システムに接続の上、試験を
実施しました。

まず HDX システムではお馴染みの Loop シンク機能が使用出来ませんでした。これ
は単純に他社 I/O 自体が Loop シンクに非対応が故となります。これらは最上位にマ
スター・クロックを（交流会では Rosendahl nanosyncs HD を使用）配置し、そこか
ら各 I/O にパラレルでワード信号を送信することで解決しました。（因みにマスター・
クロックを配置しないと動作はしませんので、ご注意ください。また７台の I/O 接続
には最低２枚の HDX カードが必要となります。）

次に各 I/O のヘッド・マージンを同じレベルにする必要がありました。
可変式の I/O は問題無いのですが、機種によっては選択式ながら固定値のものがあり、
同じレベルで揃えることが出来ませんでした。ただ、こちらは今回ご使用させていた
だいたスタジオの API VISION コンソールがアナログ卓でしたので、卓の方で調整と
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いう形で最終的には決着しました。
これらの解決策から１つの HDX システムでの実施となり、基本的には各 I/O が同

じ条件下で動作することになりました。（ただし I/O 毎に接続ケーブルの接続方法
（D-Sub もしくはキャノン・コネクト）が異なったため、それらはなるべく同じ長さ且
つ品質のケーブルを選択することになりました。）

実際の動作に不安定な場面もありましたが、概ね順調な進行で終えることが出来た
のは、偏に関係各位のご協力があってこそでした。当日、技術交流会に参加いただい
た方も含め、関係各位に感謝の旨を伝え、本レポートを終了とさせて頂きます。

第 29 回 NHK 技術交流会 レポートⅡ
 dream window inc.
 深田 晃

平成 30 年３月４日（日）NHK 放送センター CR-506 スタジオにて JAPRS/NHK の
技術交流会が開催されました。その内容について報告します。

テーマ：各社の Pro Tools HD 対応オーディオ・インターフェイスの音質比較

Pro Tools HD で使用されるオーディオ・インターフェイスはコンピュータとイン
ターフェイスの接続に AVID 社独自の DigiLink という方式が採用されており、従来は
AVID 社と数社のみが Pro Tools HD のインターフェイスとして使用できる状態でし
た。

しかし最近になって多くのメーカのオーディオ・インターフェイスが DigiLink での
接続を可能とするようになって来ました。

今回の技術交流会では Pro Tools HD に対応した様々なメーカのオーディオ・イン
ターフェイスをコンソール出力にダイレクトに接続し、生音を同時録音してその音質
の比較を行いました。

各社オーディオインターフェイス：

今回比較したオーディオ・インターフェイスは７社のものになります。
各 I/O は

・Avid Pro Tools | MTRX …… アビッドテクノロジー
・Focusrite Red 4Pre …… メディア・インテグレーション
・Antelope Orion32 HD …… アンテロープ・オーディオ・ジャパン
・Apogee Symphony I/O MKII …… メディア・インテグレーション
・Prism Sound Titan …… ミックスウェーブ
・Burl Audio B16 Mothership …… タックシステム
・Lynx Studio Technology Aurora（n） …… フックアップ

各社のオーディオ・インターフェイスの特徴について代理店の皆さんから解説が行
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われましたが、簡単にその内容を紹介します。

・Avid Pro Tools | MTRX 
Digital Audio Denmark 社の AD/DAコンバータをベースにモニターコントロール

機能を追加し、モニタリング、トークバック、サミング、フォールドダウンなどの機
能を使用できる。I/Oはモジュール式なのでDante、MADI、AES3、3G-SDI 等様々な
I/Oフォーマット間で信号の伝送が可能。

・Focusrite Red 4Pre
２つのDigiLink、８つのアナログ入力があり４つのマイクプリを備える。
ネットワーク I/OとしてDante の 32/32、SPDIF、ADAT I/O を備えトータルで 58

のオーディオ入力、64 のオーディオ出力に対応。レイテンシーは 1.67ms。Dynamic 
Range A/D 118dB、D/A 121dB。

・Antelope Orion32 HD  
1U で 32ch アナログ入出力対応。デジタルは MADI 入出力（最大 64ch）、ADAT入

出力（最大 16ch）、HDX connecter（DigiLink）（Total64ch）、USB3.0（最大 192kHz
64ch I/O）を備える。他社にない特徴はUSBと HDX接続を同時に行える事で２台の
別のDAWを使用できる。クロックにAntelope社の単体クロックと同等のものを搭載、
10MHz 入力に対応。
Master Out の Dynamic Range は 129dB。

・Apogee Symphony I/O MKII 
完全差動オペアンプを搭載したアポジー社のフラッグシップインターフェイス。最

大 32ch のモジュラー式 I/Oモジュールを採用。入力選択、モニターレベル調整、マイ
クプリのゲイン等様々なコントロールが可能。出力フォーマットは Thunderbolt、
DigiLink、Waves SoundGrid の３タイプがある。Dynamic Range A/D 124dB、THD-N
は -116dB、D/A 131dB、THD-N － 118dB を実現。

・Prism Sound Titan  
拡張カードスロットにて Pro Tools HDXと直接接続可能。8ch アナログ I/O、1x S/

PDIF/AES3、8ch ADAT 入出力。最大４台を２台の HDI/O としてエミュレートし
32ch I/Oとしても使用可能。総合的なミキシング・ルーティング機能を持ち、コントロー
ルアプリで内部ミキサーを操作できる。スタンドアローン動作も可能。5.1ch、7.1ch 
のサラウンドモニタリングにも対応。Dynamic Range A/D 116dB、THD-N -111dB、
D/A 115dB、THD-N -106dB

・Burl Audio B16 Mothership
アナログ回路をディスクリート・トランジスタを用いてクラス A 回路で動作させて

いる。
高精度インターナルクリック。入力にトランスを使用しピーク時のサチュレーショ

ン、音色に深みを与える。レイテンシーはA/D D/Aトータルで 16sample。
メインシャーシ、マザーボードに様々なモジュールを組み合わせて使用する。マザー

ボードでDigiLink、MADI、Dante、Digi Grid などの接続を選択できる。
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・Lynx Studio Technology Aurora （n）
8ch ～ 32ch までのアナログ入力を選択可能。モジュール式の拡張システムでプリア

ンプ、アナログサミング、デジタル（AES/EBU）等のオプションを追加可能。
USB、Thunderbolt、Pro Tools HD、DANTE に対応。マイクロ SD レコーダ内蔵、

最大 32ch のダイレクト録音、再生に対応。
ディスクリートコンバータ設計で音質を追求。

Synchrolock 2TM 極めて高い精度（300,000：1）を実現。

コンバータ比較テスト：

各コンバータを比較するためには正確にレベル調整を行わなければなりません。
今回は１台の Pro Tools HD に７台のオーディオ・インターフェイスを接続すると

いう方法が取られましたが、事前にメディア・インテグレーションの岡田氏により接
続テストを行っていただきました。

NHK CR-506 スタジオで演奏されたものは API VISION コンソールに入力されミキ
シング処理されたステレオ出力はコンソールの BUS 出力経由で各コンバータに入力さ
れました。

録音時にはコンソールのダイレクト出力の音をモニターし、再生時に各コンバータ
の出力を切り替えて比較試聴しました。各コンバータの入力、出力レベルは－18dBFS
を基準レベルに調整されました。

比較テストはピアノとドラムスの２つの素材の録音で行われました。
NHK CR-506 スタジオはメインブースとその奥に天井の高いブースがあります。
ピアノはスタジオ奥のブース、ドラムスはメインブースにセットアップされました。
録音を担当したエンジニアは、ピアノは高田 英男氏、ドラムスは内沼 映二氏です。

1．Piano 録音
演奏は石塚 まみ氏、コンバータの比較が行いやすいように低域から高域までまんべ

んなく使った演奏、そして半音階のスケールも演奏していただきました。
マイキングはショップス CMC521U をメインにし、低音域にノイマン M149、アンビ

エンスにサンケン CO-100K を用い、低域から超高域までバランスよく録音されました。
下図はピアノマイキングと録音試聴時の様子です。
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２．ドラムスの録音
演奏は川端諒太氏により行われました。Kick ドラムからシンバルまで音を判断でき

る要素を多く用いたドラミングを行っていただきました。内沼氏によるマイキングは
以下の通りです。
Kick ATM-25 Roto Tom L MD-421
Sn DPA4011 Roto Tom R MD-421
Sub Sn DPA4011 Cymbal-L C-451B
Hihat C-451 Cymbal R C-451B
FTom ND/408 Ambience-L CO-100K
MTom ND/408 Ambience-R CO-100K
HTom ND/408

　以下はドラムス演奏と音決め、試聴時の様子です。
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試聴と感想：
今回の技術交流会は、普段実験してみたいと思ってもこれだけの機種を一堂に会し
て比較試聴することはまずできないということを考えると、とても有意義な交流会で
した。
オーディオ・インターフェイスといっても様々な価格帯がありますが、今回はそう
いった情報を極力無くし純粋に音を比較するという意図で試聴が行われました。
録音フォーマットとしては 48kHz/24bit、96kHz/24bit、192kHz/24bit の３種類で行

いましたが、時間の都合上実際に試聴したフォーマットは 96kHz/24bit を除く２種類
でした。
第一印象としては全てみんな音が違う！ということでした。ただ、どのコンバータ
も「これはどうかな？」という機種はありませんでした。そういった意味では各メー
カとも完成度が高く音質面でも問題なく作られているなと感じました。
あるコンバータは高音域に特徴があり、ピアノのリバーブ感がとても伸びて聞こえ
ました。また、あるコンバータはアナログ的な感じの音を特徴としていました。ドラ
ムのアタックが早く感じる機種もありました。サンプリング周波数の違いにおいても
それぞれのコンバータの特色はありましたが、特にシンバルの音に関しては 48kHz サ
ンプリングの時にひずみが多く感じる機種、うまくソフトクリッピングさせているよ
うに感じる機種などがありました。

どのような音を自分が目指しているのか、とい
うような明確なサウンドに対しての方向性を持っ
ている人であるなら、それぞれの個性を持った機
種を選択してミキシングに生かすことも可能だと
感じました。
コンバータがそれぞれ個性を持っている事がよ
く分かった技術交流会でした。

もう一つ感じた点があります。
今回高田、内沼両氏によるコンソールアウトの
音がとても新鮮で素晴らしい音だったのですが、
それが録音再生されると、鮮度という意味では全
ての機種で録音時に聞いたような音を聞くことが
できませんでした。
それだけ生音をトランスペアレントに再現する
ことは難しいということだと思います。
今回の各コンバータそのものには大きな不満はありませんが、そういった意味では
まだまだデジタルの音は良くなる必要があると感じました。

コンバータという切り口での今回の交流会は大きな収穫がある会であったと思いま
す。
事前準備していただいた岡田氏、現場での調整に苦労された河村氏、JAPRS 事務局
の皆さん、またNHKの皆さんに感謝いたします。
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「中華圏セミナー」の企画にあたって
 株式会社サウンドインスタジオ
 相川 洋一

　このところ中国経済の成長、音楽市場の拡大といったニュースを耳にすることが多
いかと思います。中国国営通信社の新華社が報じるところによると、2020 年までに中
国の音楽産業の規模を 3000 億元（約 470 億ドル、約 5 兆 6000 億円）まで成長させる
国家計画があるそうです。中国国内で音楽事業を営む大企業を複数育て、将来的には
海外展開を目指すというものです。

　また、音楽配信事業においては、中国テンセントがワーナー
ミュージック・グループやソニー・ミュージックなどと提携を進め、
昨年には米ユニバーサル・ミュージックグループと複数年のライ
センス契約を結ぶなど、自社のストリーミングサービス「QQ
ミュージック」を通じて音楽配信事業の拡大を狙うというニュー
スも伝わっています。世界最多の人口を擁する中国で、多くの企
業が積極的に音楽事業を展開しているのです。
　こうした動きに伴い、我々 JAPRS 会員社のスタジオでも、従
来からのアメリカや韓国のクライアントに加えて、中国のお客様

からの問い合わせが見受けられるようになりました。ただ残念なことに、商習慣の違
いや言葉の問題、決済に対する不安等から「受注に対して腰が引けてしまっている」
というのが現状ではないかと思います。
　渉外委員会としては、予てからの課題である「新たなスタジオユーザーの開拓」の
実現に向け、このビジネスチャンスを無駄にしない為にも「先ずは相手のことを知ろ
うじゃないか」ということで、この「中華圏セミナー」を企画いたしました。
　当初は１回で完結させる形で検討を始めましたが、テーマによって依頼したい講師
の方も異なり、１回で完結するのは難しいのではないかという意見があり、テーマを
絞った形で何回かに分ける事になりました。検討の結果、第１回「中国の音楽産業に
ついて」（平成 30 年３月６日開催）、第２回「中国のレコーディング、スタジオ業界に
ついて」（平成 30 年８月開催予定）、第３回「中国クライアントとの取引」（平成 30 年
下期開催予定）計３回のシリーズで、中国音楽産業の全体像から実際の受注における
ポイントまでを取り上げていく事にいたしました。
　第１回の講師選定にあたっては、PROMIC（一般財団法人音楽
産業・文化振興財団）桑原専務理事にアドバイスをいただき、
TIMM（TOKYO INTERNATIONAL MUSIC MARKET）で中
華圏に関するセミナー等を担当されたことがあり、PROMIC 評議
員でもある「株式会社アソジア」の横澤 優氏をご紹介いただきま
した。横澤さんは「（株）ポニーキャニオン」に入社され、その後

「ゴールデンポニー上海事務所」代表、「ポニーキャニオン台湾」
董事総経理、「ロックレコード（株）」代表取締役を歴任されたのち、

「（株）ボーダレスグローブエンタテインメント」を設立し、日本人アーティストのア
ジアを中心とした海外展開に携わられました。現在は 2010 年に設立された「（株）ア
ソジア」代表取締役として、日本人アーティストの中国、台湾、香港を中心としたア
ジア各地でのコンサート、イベント、CM 等のブッキング、および関連周辺権利の活

司会：相川 洋一氏

講師：横澤 優氏
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用を主とするお仕事をなさっています。講演では、横澤さんが実際に携わられたお仕
事や国家統制下でのビジネスという特殊性を、実例を挙げてお話しいただき、「中国の
音楽産業について」のリアルな状況把握ができたかと思います。
　第２回「中国のレコーディング、スタジオ業界について」の講師は、元ビクタース
タジオのエンジニアで現在は北京在住のサウンドプロデューサー、レコーディングエ
ンジニアの粟野 敬三氏に依頼いたしました。粟野さんは、1999 年にビクタースタジオ
を退職後独立、来年には北京在住 20 周年を迎えるエンジニアです。最近はエンジニア
以外に、日中間の音楽制作コーディネートや、日本メーカーのマイクやヘッドフォン
の輸入販売、音楽市場に関する中国政府へのコンサル等にも従事されています。中国
のスタジオ業界規模、スタジオ設備や使用料、レコーディングの進め方の違い等につ
いてお話を伺えると思います。
　第３回「中国クライアントとの取引」の講師は、海外取引を専門としている弁護士
等を予定しており、PROMIC 桑原専務理事や JETRO（日本貿易振興機構）に相談さ
せていただき、人選を進めたいと考えております。この回では、契約書の必要性や決
済の方法等、実際の取引にあたって注意すべきポイントを実例や対処法を交えて伺い
たいと思います。
　有意義なセミナーとなるよう努力いたしますので、是非、多くの皆様にご参加いた
だきますようお願いたします。

JAPRS主催　第１回中華圏セミナーレポート
 株式会社サウンド・シティ
 営業部部長　明地 権

音楽レコーディングスタジオを取り巻く状況は、底打ちの気配はあるものの、依然
として厳しいものがあります。（一社）日本音楽スタジオ協会（JAPRS）会員社のスタ
ジオにおいては、CD パッケージにかかわるレコーディングのみでなく、幅広いジャン
ルの音楽録音作業の取り込みを行っていますが、それ以上に業界全体がシュリンクし
ている印象です。商取引のパートナーを国内のみでなく、海外まで視野を広げて考え
ていく必要があるとの声が散見されていました。そこで、このたび JAPRS 渉外委員会
では「新たなスタジオユーザーの開拓」をテーマに、インバウンド需要を取り込むべく、
計３回のシリーズ「中華圏セミナー」を企画いたしました。

昨今の中国経済の成長と音楽市場の拡大に伴い、従来のアメリ
カや韓国のクライアントに加えて、中国のクライアントからの問
い合わせが見受けられるようになりました。しかしながら、商習
慣の違いや言葉の問題、決済に関する不安等から、なかなか積極
的な受注に至っていないのが現状です。計３回のセミナーを通じ
て、これらの障壁を乗り越えるキッカケにしたいところです。

第１回として、「中国の音楽産業について」というテーマに焦点
を当てたセミナーを 2018 年３月６日（火）東放学園音響専門学校・清水橋校舎にて開
催しました。受講者は JAPRS 会員だけではなく、JPPA 加盟社、東京音楽事業者連盟（音

明地 権氏
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事連）、日本レコーディングエンジニア協会、中国でのイベントに携わる会社など多岐
に渡り、中華圏への関心の高さが窺えました。

講師として横澤 優氏（株式会社アソジア代表取締役 / 一般財団法人音楽産業・文化
振興財団評議員）をお招きし、講演では、中国の国民性から音楽ビジネスまでマクロ
の視点で語っていただきました。

主な内容としては「21 世紀の音楽ビジネスの変化」（「著作権型」から「本人稼働型」
へ）、「中国という独特の国家に対する考察」「中国音楽産業」「中国の興行」「中国にお
ける日本人アーティストの課題」などのテーマについて、話を伺いました。その中で、
日本の音楽スタジオがインバウンド需要を享受するポイントとして、下記の３点があ
げられました。

１．中国のアニメ・ゲーム向けパッケージレコーディング
２．次世代レコーディング環境の導入
３．日本の教育システム「教材」のローカライズ

横澤様に国家統制下でのビジネスという中国の特殊性をお話しいただき、「中国の音
楽産業について」のリアルな状況を把握することができました。参加者は 40 名を超え、
盛況のうちに終了いたしました。

私が、最も心に残っているのは、「皆さんは、中国に対して、昔の印象で止まっている。
信頼関係が構築できれば、問題なくビジネスを行うことが可能です。」という前向きな
お言葉です。実体験に基づく、横澤様のお言葉にはリアリティがあり、中国とのビジ
ネスに挑戦してみたいという気持ちを後押ししてくれます。

日本の音楽スタジオは、中国とのビジネスに限らず、どこかコンサバティブな面が
あるかと思います。発想を柔軟にして、様々なビジネスにチャレンジするべきではと
いうメッセージのように感じられました。第２回、第３回と、より中国ビジネスのリ
アルに迫っていきたいと思います。

セミナー会場
東放学園音響専門学校・清水橋校舎



-30-

１．会員数（平成 30 年５月１日現在）
　　　正会員（法人）　　22 法人　　　　　準会員　　　　　　２法人
　　　正会員（個人）　　16 人
　　　賛助会員Ⅰ　　　 45 法人　　　　　賛助会員Ⅱ　　　　２法人

２．入会
　①法人正会員
　　○株式会社 JVCケンウッド・ビクターエンタテインメント 平成 30 年 4 月 1 日
　②個人正会員
　　○中澤　祥三 平成 30 年 4 月 1 日
　③賛助会員Ⅰ
　　○稲葉建設株式会社 平成 30 年 4 月 1 日

３．退会
　①法人正会員
　　○株式会社サンライズスタジオ 平成 30 年 3 月 31 日
　②個人正会員
　　○吉田　保 平成 30 年 4 月 30 日

４．法人・会員代表者および住所変更、その他
　①賛助会員
　　○学校名変更
　　　学校法人イーエスピー学園
　　　（旧）専門学校ESPミュージカルアカデミー
　　　（新）専門学校ESPエンタテインメント東京
　　　（旧）専門学校ESPエンタテインメント
　　　（新）専門学校ESPエンタテインメント大阪
　　○学校名変更
　　　（旧）国際音楽エンタテイメント専門学校
　　　（新）国際音楽・ダンス・エンタテイメント専門学校
　　○会員代表者変更
　　　学校法人イーエスピー学園　専門学校ESPエンタテインメント大阪
　　　（旧）今村　典也
　　　（新）大橋　健志朗（キャリアサポートセクション）
　　○会員代表者変更
　　　学校法人北海道安達学園　専門学校札幌ビジュアルアーツ
　　　（旧）鳴海　保
　　　（新）端　一仁（教務部 音響学科 学科長）

会 　員　 動　 向
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５．その他
　　○担当者変更
　　　経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課
　　　（旧）伊藤　桂 課長補佐
　　　（新）小栗　和行 課長補佐
　  ○法人設立・団体名変更 移行日　平成 30 年 4 月 1 日
　　　（旧）日本ミキサー協会
　　　（新）特定非営利活動法人日本レコーディングエンジニア協会
　　○会長変更
　　　一般社団法人日本ポストプロダクション協会
　　　（旧）広岡　淳利（副会長に役職変更）
　　　（新）三上　信一

JAPRSホームページのリニューアルについて

 （一社）日本音楽スタジオ協会
 事務局　内藤 重利

　2017 年秋から進めてまいりました JAPRS ホームページ更新プロジェクトです
が、2018 年 4 月 6 日に JAPRS ホームページリニューアル第一弾をリリースする
事が出来ました。また、6月には第二弾をリリースする運びとなっております。
　これまでは会員各社の設備・機材等のデータベースに重きを置いて来ましたが、
今後は JAPRS の活動情報を広く発信していくホームページへと移行します。
　JAPRS 会報のみで公開されていたセミナー等のレポートや各委員会の活動につ
いても、いち早く皆様の目に届くように、Facebook / Instagram / Twitter 等の
SNS も活用しながらタイムリーに情報発信をして行きます。
　活発なホームページ運営を進めて行きますので、皆様のご協力をよろしくお願
い致します。
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平成 30 年特定サービス産業実態調査への
ご協力のお願い

　経済産業省では、平成 30 年 7 月 1 日現在で統計法に基づく基幹統計調査として、「平
成 30 年特定サービス産業実態調査」を実施します。

この調査は、

・サービス産業の実態を明らかにし、サービス産業に関する施策の基礎資料を得
ること

　を目的としており、調査対象事業所・企業には、6 月中旬頃から順次、経済産業省よ
り調査関係書類が送付される予定です。
　
　つきましては、この調査の趣旨をご理解いただき、御回答いただきますよう、宜し
くお願い申し上げます。

【調査対象業種】
●ソフトウェア業　●情報処理・提供サービス業　●インターネット附随サービス業
●各種物品賃貸業　●産業用機械器具賃貸業　●事務用機械器具賃貸業　●自動車賃
貸業　●スポーツ・娯楽用品賃貸業　●その他の物品賃貸業　●デザイン業　●機械
設計業　●広告業　●計量証明業　●冠婚葬祭業　●映画館　●興行場、興行団　　
●スポーツ施設提供業　●公園、遊園地・テーマパーク　●学習塾　●教養・技能教
授業　●機械修理業（電気機械器具を除く）　●電気機械器具修理業　●映像情報制作・
配給業　●音声情報制作業　●新聞業　●出版業　●クレジットカード業、割賦金融
業　●映像・音声・文字情報に附帯するサービス業

【連絡先】〒 100 － 8901
 東京都千代田区霞が関１－３－１
 経済産業省大臣官房調査統計グループ
 構造統計室サービス産業実態統計班
 TEL：03 － 3501 － 0327（直通）
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このところの国会審議を見ていると、「小さな正論を深く考えもせず叫んでいるのは、かえって地
獄に落ちるのではないか」という言葉を思い出す。
 Smith

決算書と予算書の作成時期ですが、運の悪いことに右側頭部に発生した疱疹のために酷い頭痛に悩
まされ、居酒屋では酒の代わりにウーロン茶を飲んでグチっているという体験をしています。

hair ken short

ホームページのリニューアル第一弾が終わりましたが、これからが本番です。「流れる水は腐ら
ず」を肝に銘じて進んで行きます。
 pesonai

毎日バタバタと過ごし、あまり余裕がありません。忙しいのは良いことだと勝手に信じています。
mm
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